


































































































































































































































































































































































て ASEAN の他の国へ出す、あるいは ASEAN 全体
といった動きは、ビジネスの中で出てきているでしょ
うか。
梅田：われわれにご相談いただくお話のほとんどは、ベト
ナムで加工したものを日本に出すという形です。中国
で製造しているファブレスメーカーが、原材料費や人
件費の高騰のためにベトナムにスライドしたいといっ
たケースです。あるいは、現状では中国で問題ないも
のの、何かあったときの保険のためにベトナムでも加
工できるところを探しておきたいというお話で、東南
アジア全体というのはほとんどありません。
Ｄ：　従来は中国やタイの商品がベトナムに入ってくると
いうパターンでしたが、タイ政府の EEC（東部経済
回廊）構想によって、タイおよび ASEAN 域内から
ベトナムに入る商品が増え、ベトナムの日系企業が影
響を受けているということはありますでしょうか。
梅田：ベトナムで流通しているのは中国、タイ、そしても
ちろんベトナムのものが多く、私の知っている範囲で
は、ASEAN の他の国の影響はあまりないようです。
Ｄ：　タイの商品は税率が完全にゼロになったので流入量
が増え、それがベトナム商品を圧迫している面はあり
ますか。
梅田：逆に、日系企業がタイやマレーシアの工場で作った
ものをベトナムで販売したいという案件を、われわれ
もいくつかサポートしています。そういったところに
注目している日系企業は、非常に多いと思います。
Ｅ：　MAI International 様では、例えば日本の商品をベ
トナムで販売したいというお話があった場合に、代理
店や販売店を実際に紹介していただけるのでしょう
か。また、それぞれの企業に対する支援の中身や関わ
り方について、教えていただけますでしょうか。
梅田：2010年の設立以来、ビジネスマッチングを提供して
います。例えば、製造をベトナムで委託したい場合、
まず可能性のある企業をリストアップし、コメントを
付けます。われわれが過去にお会いしたことがある企
業であれば、どういう会社であるとか、会ったことが
ない起業であれば、ウェブサイトの情報を記載する。
もちろん、実際に工場を見たほうがいいので、希望す
る視察先にわれわれがアポイントを取り、日本から出
張で来られた際には通訳付きでアテンドいたします。
 　帰国後にコンタクトが取れなくなるケースが非常に
多いので、料金は定額制としており、車代と通訳込み
で１日当たり770ドルです。これには、アフターフォ
ローも含まれます。帰国後もご連絡いただければ、わ
れわれがずっと間に入り、契約が成立するか不成立が
確定するまでフォローします。中には、770ドルで半
年くらい続くこともありますが、そこまで責任を持っ
て対応いたします。これは、販売に関しても同様で
す。
